
○ＩＣＴ活用で確かな学力をつけよう（実践報告）

学年・教科 ２年・算数

単元名 川で算数

実践者（所属） 清水 弘彦（下小田中小学校）

活動を始める前に

（１）準備するもの
○ コンピュータ、
○ 【使用ソフト】キューブきっず２、ＳｋｙＭｅｎｕ

（２）ＩＣＴ機器やメディアの活用のねらい
○ パワーポイントで示された例を見て、作品の作り方を知る。
○ 実物投影機の用い方を知り、作品をスクリーンに提示する方法を知る。

指導計画 （２時間扱い）

時 児童の活動 指導上の留意点

１ ○教科書を参照し、既習事項を生かして、 ○プレゼンテーションソフトで問題を作ると
キューブきっず２のプレゼンテーション機 きは、１枚目に問題、２枚目に答え、３枚
能を用いて問題を作る。 目にメッセージを載せるように呼びかける。

２ ○友達同士で出し合い、ノートに式と答えを ○画面を見て、思いついた式と答えを、自分
まとめる。 のノートにまとめるように助言する。

活動の流れ（１／２）

時間 学習内容・指導上の留意点 児童の活動（利用メディア）

１ ○ skymenu で児童機に表示された各自の問題 ○転送された画面を見ながら、友達の発表
を転送し、発表する。 を聞く。

○式と答えをノートにまとめる。 ○画面を見て、考えついた式と答えをノー
トにまとめる。

○答え合わせをし、工夫した点などを話し合 ○答えを確認し、友達の工夫したところを
う。 聞き、感想を発表する。

取り組み後の子ども達の変容や成果

○低学年の子でも扱えるソフトでもあり、クイズを作る内容でもあったので、楽しんで取り組む
子が多かった。
○キューブきっず２のプレゼンテーション機能の使い方を知ることで、その後の生活科「元気に
そだってね」のグループ発表にこの機能を使う子が目立った。

応用できます！

○画面転送機能は、パソコンルームで制作したものであれば、クラス全員で共有することができ
ます。なので今回は２年生での実践ですが、学年は問いません。
○画面転送機能は、全画面で送れる機能と、小さい画面で送れる機能とがあります。子どもの作
業中に全画面で送ってしまうと、作業が止まってしまうことがあります。全員に注目させたい
とき、見本として見せておきたいときなど、時と場合によって転送する画面サイズを考える必
要があります。


